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要旨

　石狩低地帯では支笏火砕流堆積物の下位に未固結の

泥・礫・砂の互層が分布するが，その層序や年代は不

明である．そこで千歳市柏台においてオールコアボー

リング（GS-CT-1）を実施し，岩相を記載した．GS-

CT-1 は，海成泥層と礫層の互層より構成され，その

最上部には火砕流堆積物が累重する．これらの堆積物

サクセションは，岩相と生物化石相の特徴に基づき 6

つの岩相ユニットに区分できる．この中には 2 つの

高海水準期の海成泥層と，2 つの低海水準期の礫層が

含まれる．海成層中に2層の軽石層がみとめられたが，

既知のテフラには対比できなかった．現在なお花粉分

析とテフラの分析を進めている．

1．ボーリング調査位置

　調査地点は新千歳空港ターミナルの北東約 3.5km

に位置する支笏火山噴出物上の北緯 42°49′01.3″，

東経 141°42′05.3″，標高 16.02 ｍの地点である（第

1 図）．この付近は石狩平野東縁断層帯と西方の火山

群の間の距離が最も近く，石狩低地帯の幅が 10km

程度と最も狭い場所に当たる．

　支笏火砕流堆積物は約 40 〜 45ka（町田・新井，

2003）に噴出した大規模な火山噴出物であり，これ

によって石狩平野と勇払平野が隔てられている．この

堆積物の地下には未固結の砂・礫・泥の互層が分布す

る（北海道開発局農業水産部・北海道立地下資源調査

所，1998）．しかし，基準となる層序ボーリングがな

いため，それらの層序は明らかにされておらず，北側

の石狩平野と南側の勇払平野の間を結ぶ地質断面は不

確かなものしかない．調査地点の東約 5km には石狩

平野東縁断層帯が存在するほか，調査地点周辺の支笏

火砕流堆積物上面には波状の起伏が認められ，平川・

越後（2002）や池田ほか（2002）はこれを新期変動

地形とみなしているが，深部を対象とする反射法地震

探査では，これに対応する変形は認められていない．

　調査地点は，横倉ほか（2011）の反射法地震探査

および岡田ほか（2011）の重力探査の GSJ-Yufutsu-2

の測線の東部（測点 200 近く）に位置する．これら

の探査では本調査地点は西に向かって緩やかに堆積層

が厚くなる地点に当たる．
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2．岩相ユニット

　GS-CT-1 は，海成泥層と礫層の互層より構成され，

その最上部には火砕流堆積物が累重する．これらの堆

積物サクセションは，岩相と生物化石相の特徴に基づ

き 6 つの岩相ユニットに区分できる（第 2 図）．以下，

それぞれのユニットについて記載する．

　ユニット 1（深度 70.0 ～ 64.5m）

　ユニット 1 は，下部においてパミスから構成され

る細・中礫層，上部においてシルト質な極細粒砂層か

ら構成される．パミスはよく円摩されている．また，

シルト質な極細粒砂層には生痕化石と生物擾乱，ウニ

片，植物片がみられる．シルト質な極細粒砂層にはシ

ルトの平行葉理がみられ，極細粒砂の含有量が増加す

ることによって，やや上方粗粒化する．また，シルト

質な極細粒砂層にはよく円摩されたパミスが点在する

（第 3 図 a）．

　ユニット 2（深度 64.5 ～ 54.0m）

　ユニット 2 は，塊状のシルト層（第 3 図 b，c）か

ら中粒砂（第 3 図 d）に上方粗粒化する層相から構成

される．本層相からは全体を通して生痕化石と生物擾

乱がみられる．シルト層には10cm以下の層厚の極細

粒～中粒砂の層理がみられ，深度 59.6 ～ 59.7m の細

粒砂層にはカレント・リップル層理がみられる．シル

ト層に狭在する砂層には葉理も含まれ，時折リズミカ

ルな互層やダブル・マッドドレイプをなす（第 3 図 c）．

上部の細粒砂層には平板状斜交層理がみられる．本層

相に含まれる植物片の含有量は下部から上部にかけて

第 1 図　ボーリング掘削地点と既往層序ボーリングおよび地形分類 .
Fig.1  　Location of the drilling site, former stratigraphic drilling sites and geomorphological classification.
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第 2 図　GS-CT-1 の柱状図．
Fig.2  　Sedimentary column of GS-CT-1.

増加する．

　ユニット 3（深度 54.0 ～ 51.5m）

　本ユニットはよく円摩された中礫からなる礫層から

構成される．本ユニットは基質支持の礫層であり，基

質は中粒～粗粒砂から構成される．本ユニットの上部

からはウソシジミなどの貝殻片が多産する（第3図e）．

　ユニット 4（深度 51.5 ～ 44.3m）

　本ユニットは最下部において貝殻を多産する中粒砂

層，そしてその上部においてシルトと極細粒砂層の互

層から構成される．最下部からはウソシジミやエゾタ

キガイなどが産出する．また，シルトと極細粒砂層の

互層はシルト層が卓越しており，極細粒砂層は主に層

厚が 1cm 以下の葉理をなすことが多い（第 3 図 f）．

この互層には生痕化石と生物擾乱が多くみられる．

　ユニット 5（深度 44.3 ～ 38.2m）

　本ユニットは中礫と粗粒砂の互層から構成される

（第3図g）．中礫に含まれる礫はよく円摩されており，

基質は中粒～粗粒砂から構成される．この礫層は基質

支持をなす．粗粒砂層には平板状斜交層理がみられる．

　ユニット 6（深度 38.2 ～ 31.0m）

　本ユニットは細礫サイズのパミスから構成され，パ

ミスの粒子はよく円摩されている（第 3 図 h）．本ユ

ニットは地表面にかけて分布する火砕流堆積物と考え

られる．

3．堆積環境の変化

　GS-CT-1 において，火砕流堆積物である岩相ユニッ
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ト 6 を除いた層相は，海成泥層である岩相ユニット

1，2，4 と礫層である岩相ユニット 3，5 の互層から

構成される．そのうち礫層には貝化石が含まれないこ

とから河成の礫層である可能性が高い．しかし，岩相

ユニット 3 に関しては礫層の上部に水深 10 ～ 50m

のウソシジミがみられるため，深度 53.0m 付近にお

いて河川環境からユニット 4 にかけた内湾環境に変

化した可能性がある．岩相ユニット 1 と 2 からはウ

ニ片が産出するため．これらユニットについてもある

程度水深のある内湾環境において形成されたと考えら

れる．しかし，ユニット 2 については上方粗粒化し，

有機物の含有量が下部から上部にかけて増加すること

から，例えばデルタなどにおける河口の前進による上

方浅海化を示している可能性がある．

第 3 図　GS-CT-1 における岩相ユニットの代表的な写真．
(a)	 深度68.0～67.5 m．	岩相ユニット1．	 シルト質な極細粒砂層．白く点在するのはパミス．
(b)	深度63.6～63.1 m．	岩相ユニット2．	 塊状なシルト層．
(c)	 深度60.6～60.1 m．	岩相ユニット2．	 砂泥互層．
(d)	深度56.6～56.1 m．	岩相ユニット2．	 中粒砂層．
(e)	 深度52.6～52.1 m．	岩相ユニット3．	 礫層．上部において貝殻片がみられる．
(f )	 深度47.9～47.4 m．	岩相ユニット4．	 砂泥互層．
(g)	深度40.7～40.2 m．	岩相ユニット5．	 礫層と中粒砂の互層．
(h)	深度37.9～37.4 m．	岩相ユニット6．	 火砕流堆積物のパミス層．スケールバーは10 cm．
Fig.3  　Selected photographs of lithostratigraphic units in GS-CT-1.
(a)	 Depth in core: 68.0‒67.5 m. Unit 1. Silty very fine sand. Pumice scatters.
(b)	Depth in core: 63.6‒63.1 m. Unit 2. Massive silt. 
(c)	 Depth in core: 60.6‒60.1 m. Unit 2. Sand‒mud alternation. 
(d)	Depth in core: 56.6‒56.1 m. Unit 2. Medium sand. 
(e)	 Depth in core: 52.6‒52.1 m. Unit 3. Pebble. 
(f )	 Depth in core: 47.9‒47.4 m. Unit 4. Sand‒mud alternation. 
(g)	Depth in core: 40.7‒40.2 m. Unit 5. Alternation of pebble and medium sand. 
(h)	Depth in core: 37.9‒37.4 m. Unit 6. Pumice of pyroclastic deposits. Scale bar, 10 cm.

４．火山灰分析結果

　現段階では深度 43.27 ｍおよび深度 69.90 ｍの 2

地点から採取した軽石の主成分化学組成を分析した．

その結果を第 1，2 表に示す．これらの表に示す 2 層

の軽石層はいずれも主成分が既知の火山灰と同定でき

ず，今後の分析によって確実な対比を行う必要がある．

特に深度 69.90 ｍのものは，軽石粒の径からみて従

来層序の確立されていなかった道南地域の火山に由来

する可能性があり，注目に値する．
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